
   

    

             

 
 

  

 

好
消
息
（G

o
o
d

ニ
ュ
ー
ス
） 

  

今
年
の
七
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
気
功
塾
の
勉
強

が
進
む
に
従
っ
て
益
々
気
功
専
門
家
に
な
り
た
い

と
思
う
人
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
気
功
師
は
中

国
で
は
医
師
の
資
格
を
持
っ
た
上
で
更
に
気
功
の

専
門
技
術
を
勉
強
し
ま
す
。
少
年
時
代
か
ら
勉
強

し
て
医
学
部
に
入
り
、
国
家
試
験
に
合
格
し
て
病

院
で
実
習
に
入
り
ま
す
。
こ
の
四
つ
の
階
段
が
あ

り
ま
す
。 

 

気
功
塾
で
は
気
功
専
門
施
術
師
の
養
成
の
上
に

日
本
の
専
門
医
師
を
作
り
た
い
で
す
。
こ
の
目
標

を
実
現
す
る
為
に
于
雷
気
功
研
究
会
は
中
国
北
京

大
学
医
学
部
と
連
合
し
て
日
本
の
専
門
医
師
気
功

師
を
作
る
こ
と
を
気
功
塾
の
目
標
に
掲
げ
ま
す
。 

 
 

具
体
的
内
容 

 

１
、
気
功
塾
初
級
、
中
級
ク
ラ
ス
を
修
了
し
、
試

験
に
合
格
し
て
資
格
認
定
を
取
得
し
ま
す
。 

 

２
、
于
雷
気
功
研
究
会
は
中
国
北
京
大
学
に
無
料

で
推
薦
し
ま
す
。 

 

３
、
中
国
北
京
大
学
医
学
部
予
備
校
に
入
学
し
ま

す
。（
約
１
年
） 

数
学
、
物
理
、
化
学
の
３
科
目
の
試
験
で
合

計
１
８
０
点
以
上
取
る
と
本
科
に
入
学
が
認

め
ら
れ
ま
す
。 

 

４
、
本
科
を
６
年
間
で
卒
業
し
ま
す
。 

 

５
、
日
本
で
国
家
試
験
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
国
家

試
験
に
合
格
す
れ
ば
医
師
に
な
り
ま
す
。 

 

６
、
中
国
で
の
学
費
（
直
接
大
学
に
支
払
い
ま
す
。） 

年
間  

約
７
０
万
円
（
日
本
円
） 

 

７
、
宿
泊
費
、
食
費
は
自
己
負
担
。
宿
泊
先
は
自

分
で
選
べ
ま
す
。（
寮
も
あ
り
ま
す
。） 

 

８
、
今
現
在
、
推
薦
に
よ
る
北
京
大
学
医
学
部
合

格
率
９
５
％
で
す
。 

 

９
、
日
本
帰
国
後
、
日
本
で
国
家
試
験
受
験
合
格

率
は
８
０
％
で
す
。 

 ２
０
１
３
年
現
在 

（
将
来
、
内
容
に
一
部
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
） 
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意
念
と
意
守 

于 

雷 

一
、
意
念
活
動 

意
念
は
い
つ
も
練
功
活
動
の
中
で
は
難
点
と 

思
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
人
は
「
意
念
と
は
何
で 

す
か
。
わ
か
ら
な
い
で
す
。
」
と
言
い
ま
す
。
し
か 

し
意
念
を
認
識
し
な
い
や
り
方
は
練
功
の
進
歩
に 

対
し
て
大
変
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。 

意
念
活
動
は
脳
の
思
維
意
識
の
定
向
活
動
で
す
。 

宇
宙
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
脳
の
中
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

意
念
の
物
質
基
礎
は
脳
で
す
。
意
念
活
動
は
脳
の

能
力
で
す
。
脳
の
存
在
は
意
念
を
必
ず
産
生
し
ま

す
。
意
念
は
人
体
の
潜
在
意
識
を
激
発
し
、
脳
の

智
慧
力
を
開
発
し
ま
す
。 

 

西
洋
医
学
で
は
脳
は
高
級
神
経
中
枢
の
発
源
地

で
あ
り
、
全
身
運
動
の
発
令
部
で
す
。
脳
の
活
動

は
大
勢
の
物
質
結
果
を
産
生
し
ま
す
。
例
え
ば
七

情
六
欲
の
喜
怒
優
思
悲
恐
驚
は
生
命
に
対
し
て
直

接
の
影
響
が
あ
り
ま
す
。
意
念
は
見
え
な
い
物
で

す
。
し
か
し
意
念
の
結
果
は
具
体
的
に
見
え
る
物

で
す
。
意
念
は
身
体
の
肌
肉
と
腺
体
の
活
動
を
誘

発
出
来
ま
す
。
そ
し
て
生
理
反
応
を
引
導
出
来
ま

す
。 

気
功
練
習
の
中
に
運
動
だ
け
で
意
念
を
使
わ
な

け
れ
ば
気
功
は
体
操
と
い
う
一
般
体
育
訓
練
の
レ

ベ
ル
に
降
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

大
宇
宙
世
界
中
、
人
類
社
会
の
す
べ
て
の
文
明

創
造
、
社
会
の
前
進
は
意
念
活
動
の
指
導
の
下
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
人
体
の
中
、
様
々
な
生
理
活
動
、

体
液
の
分
泌
も
意
念
活
動
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
ま

す
。 脳

の
神
経
細
胞
は
２
４
時
間
休
ま
ず
新
陳
代
謝

を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
新
陳
交
換
の
過
程
中
、

体
内
体
外
に
気
を
放
射
伝
達
し
ま
す
。
そ
の
気
は

波
動
の
形
で
運
動
す
る
無
序
の
状
態
で
す
。
意
念

が
あ
る
時
、
こ
の
気
の
波
動
は
有
序
で
定
向
の
波

動
の
形
に
な
り
ま
す
。
気
功
の
意
念
活
動
は
有
序

で
定
向
の
波
動
に
強
さ
が
加
わ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
意
念
を
丹
田
に
置
く
と
脳
の
意
識
は

丹
田
に
集
中
し
ま
す
。
気
は
脳
か
ら
丹
田
に
送
ら

れ
、
丹
田
は
生
理
変
化
を
産
生
し
ま
す
。 

 

意
念
は
病
気
の
治
療
が
出
来
ま
す
。
例
え
ば
、

坐
骨
神
経
痛
は
意
念
で
坐
骨
神
経
を
“
通
”“
散
”

と
意
念
を
持
ち
、
温
泉
の
中
で
浸
泡
漂
浮
、
全
身

松
暖
の
状
態
で
気
持
ち
が
良
く
な
り
ま
す
。 

 

良
性
意
念
は
人
体
の
健
康
と
疾
病
の
快
復
に
重

要
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
良
性
意
念
は
疾
病
に
対

し
て
治
療
作
用
が
あ
り
ま
す
。 

意
念
は
ま
た
“
存
思
”
と
言
い
ま
す
。
集
中
精

神
、
雑
念
消
除
の
気
功
功
法
の
中
か
ら
効
果
絶
佳

の
意
念
法
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。 

 Ａ
、
意
念
は
五
臓
の
気 

<

例> 

肝
病
患
者
の
意
念 

意
念
を
東
方
か
ら
青
気
が
肝
臓
に
入
る
。

肝
臓
の
中
を
巡
り
、
流
通
と
な
る
。 

 

Ｂ
、
意
念
は
気
で
病
気
を
攻
撃
す
る
。 

又
は
火
気
で
病
灶
（
病
気
が
集
中
す
る
所
）

を
焼
く
。 

 

Ｃ
、
意
念
は
宇
宙
か
ら
採
気
し
た
気
が
百
会
か
ら

入
り
、
下
丹
田
に
降
り
、
丹
田
か
ら
四
肢
へ
、

さ
ら
に
大
周
天
流
転
と
な
る
。 

 

Ｄ
、
意
念
は
身
中
の
邪
気
を
気
で
洗
っ
て
、
手
足

か
ら
邪
気
を
出
す
。 

 

Ｅ
、
意
念
は
牛
乳
風
呂
に
入
り
、
美
容
美
白
効
果

を
得
る
。 

 

Ｆ
、
意
念
は
太
陽
の
気
が
心
に
入
り
、
全
身
通
暢

と
な
り
、
皮
膚
光
沢
に
な
る
。 

 

 



気
功
の
意
念
活
動
は
気
功
練
習
の
中
心
内
容
で 

あ
り
、
真
髄
で
す
。
意
念
の
放
松
で
調
身
調
息
が

進
み
、
入
静
が
出
来
ま
す
。
入
静
に
な
る
と
気
の

流
れ
は
意
念
の
通
り
に
な
り
ま
す
。 

    

二
、
練
功
中
の
意
守 

  

意
守
は
練
功
中
の
一
番
大
事
な
所
で
す
。 

“
意
”
は
意
識
、
思
想
の
脳
の
活
動
で
す
。 

“
守
”
は
専
一
、
集
中
の
意
味
で
す
。 

意
守
は
練
功
者
が
自
分
の
心
理
活
動
で
生
理
活 

動
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
意
守
の
活
動
は
脳
の
相 

応
す
る
所
に
興
奮
点
を
作
り
ま
す
。
身
の
特
定
の 

部
位
へ
指
令
を
出
し
ま
す
。
特
定
の
所
に
エ
ネ
ル 

ギ
ー
代
謝
の
変
化
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
変
化
は 

意
守
の
強
さ
で
漸
々
は
っ
き
り
し
ま
す
。
意
念
が 

行
く
所
は
意
識
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
が
す
ぐ
に
発 

生
し
ま
す
。
思
う
ま
ま
に
出
来
上
が
り
ま
す
。
意 

守
の
力
は
現
代
科
学
の
普
遍
意
識
を
越
え
た
時
、 

超
能
力
を
産
生
す
る
事
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

 
 

   

気
功
中
の
意
守
の
内
容
と
作
用 

 

１
、
丹
田
法 

 

意
守
丹
田 

 

２
、
穴
法 

 

百
会
、
印
堂
、
だ
ん
中
、
気
海 

関
元
、
命
門
、
湧
泉
、
会
陰
、
血
海 

等 

 ３
、
病
気
法 

 

病
気
が
多
い
所
に
意
守
す
る
。 

例 

左
足
痛
の
場
合
、
左
膝
に
意
守
し
、
放
松
（
リ 

 
 

ラ
ッ
ク
ス
）
す
る
と
痛
み
が
軽
く
な
る
。 

 

４
、
経
絡
法 

 

大
周
天
、
小
周
天
、
督
脈 

等 

 

５
、
臓
腑
法 

 

肝
臓
法 

等 

 

６
、
空
間
法 

 

花
、
草
、
青
山
、
月
、
太
陽
、 

天
空  

等 

７
、
言
葉
法 

 

「
私
は
元
気
で
す
。
」 

「
私
は
放
松
（
リ
ラ
ッ
ク
ス
）

し
て
い
ま
す
。
」
等 

８
、
抱
球
法 

 

気
の
球
を
抱
え
る
。 

 

９
、
最
も
好
き
な
物
法 

 

歌
、
踊
り
、
将
棋
、 

サ
ッ
カ
ー
、
気
功  

等 

  

意
守
の
作
用
は
だ
い
た
い
二
つ
あ
り
ま
す
。 

１
、
入
静
を
誘
導
す
る
。 

２
、
意
念
に
よ
っ
て
不
同
作
用
が
出
ま
す
。 

 
 

意
守
百
会 

 

昇
陽
作
用 

 
 

意
守
湧
泉 

 

降
圧
作
用 

  

意
守
の
注
意 

１
、
自
然
放
松
、
強
い
意
念
は
不
可 

 

２
、
意
守
は
続
け
て
毎
日
の
訓
練
が
必
要
で
す
。 

 

３
、
意
守
は
何
回
、
何
十
回
の
練
習
で
出
来
る
も 

 
 

 

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 



冬
の
薬
膳 

冬
瓜
湯
（
と
う
が
ん
ス
ー
プ
） 

【
材
料
】 

冬
瓜  

２
０
０
㌘ 

干
し
エ
ビ 

２
０
㌘ 

豚
肉  

１
０
０
㌘ 

春
雨  

２
０
㌘ 

生
姜  

１
０
㌘ 

 

【
作
り
方
】 

１
、
干
し
エ
ビ
を
水
で
戻
す
。 

水
に
３
０
～
４
０
分
位
つ
け
て
お
き
ま
す
。 

 

２
、
冬
瓜
、
生
姜
、
豚
肉
、
エ
ビ
を1

0
0

0

㏄ 

の
水
の
中
に
一
緒
に
入
れ
て
１
時
間
程
煮 

ま
す
。 

 

３
、
春
雨
を
入
れ
て
さ
ら
に
２
０
分
煮
る
と
出 

来
上
が
り
で
す
。 

 

【
効
果
】 

腎
臓
の
病
気
や
冷
え
症
に
効
き
ま
す
。 

 

《
お
知
ら
せ
》 

気
功
塾 

【
中
級
】 

２
０
１
４
年
１
月 

第
２
週
目
か
ら
ス
タ
ー
ト 

気
功
塾
の
目
的
は
半
年
以
内
で
快
速
外
気
旋
術

の
専
門
人
材
を
作
る
こ
と
で
す
。 

２
０
１
４
年
１
月
１
１
日
か
ら
気
功
塾
中
級
ク

ラ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

 

中
級
ク
ラ
ス
の
中
心
内
容
は
眼
科
と
腰
痛
の
外

気
師
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。 

 
日
本
で
腰
痛
に
悩
む
人
は
約
３
千
万
人
い
ま
す
。

大
量
の
施
術
人
材
が
必
要
で
す
。
眼
科
の
状
況
も

同
じ
で
す
。
特
に
学
生
さ
ん
の
近
視
が
多
い
で
す
。

早
く
外
気
技
術
を
覚
え
て
上
手
に
役
立
て
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
れ
は
気
功
塾
の
責
任
と
使
命
で
す
。 

 

是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

気
功
塾
で
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

于 

雷 

手
感
探
病
、
近
視
と
眼
病
、 

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
と
腰
痛 

 

冬
季
練
功
会 

１
２
月
８
日
（
日
曜
日
） 

会
場 

亀
戸 

 

東
京
大
排
档
＆
九
龍
城
飯
店 

時
間 

１
１
時
～
１
６
時
迄 

 

于
雷
先
生
の
講
演 

 

各
ク
ラ
ス
の
気
功
表
演 

 

お
楽
し
み
宴
会 

 

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
先
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
で
す
。 

【h
ttp

:/
/
yu

re
i-

k
ik

o
u

.c
o
m

】 

 

皆
様
が
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
、
悩
ん
で
い
る
か

を
分
か
ち
合
う
場
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

月
刊｢

気｣

の
発
行
が
、
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
み
に
、

よ
り
良
い
形
で
長
く
続
く
よ
う
に
皆
様
の
応
援
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

一
人
一
部
以
上
の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林 

達
志 

他 

連
絡
先 

☎
０
９
０
・
２
９
３
６
・
７
１
３
４ 


